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　計画策定にあたっては、市民、事業者、
学識経験者などからなる小平市廃棄物減量
等推進審議会で審議・検討を行いました。
　また、パブリックコメントや地域懇談会
を実施し、意見をいただきました。

　さまざまな市民の学習や啓発活動を継続的に行うことなどによっ
て、意識向上を図り市民生活や事業活動の見直しを促します。

　市民生活や事業活動から日々出される廃棄物を、中断なく、適正に
処理を続けることができるよう、処理体制の整備を進めます。
渇３市共同資源物処理施設の整備
　小平・村山・大和衛生組合および他の構成市と連携して、最短で
平成３０年度の稼働を見込んで、ペットボトルと容器包装プラスチッ
クの２品目を処理する施設の整備を進めます。
渇他の資源化品目の処理施設の整備（更新）
　現リサイクルセンターでの施設更新を目途として、上記の２品目
以外の処理施設の整備（更新）を進めます。３市共同資源物処理施
設の稼働までを検討期間とし、その稼働の後、具体的な整備に取り
かかります。
渇焼却施設などの更新
　小平・村山・大和衛生組合および他の構成市と連携して、平成３３
年度の更新を目指して、適切に施設整備を進めます。
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　一般廃棄物処理基本計画は、市政資料コーナー（市役所１階）、東部・西部
出張所で閲覧できるほか販売もしています（１部２４０円）。また、小平市ホーム
ページでもご覧になれます。
※概要版は、市役所、東部・西部出張所で無料配布しています。
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　市では、平成２２年７月から、生ごみを食物資源と位置づけ、自主的に参加していただける世帯から
分別収集し、資源としてリサイクル（堆肥化）する食物資源循環モデル事業を実施しています。
　平成２６年度も、新たに参加世帯を募集し、合計で８００世帯の参加を目標として引き続き実施します。
　すでに参加されている皆さんから好評いただいている取り組みですので、多くの市民の皆さんの参
加をお願いします。

緯042（346）9535
死gomi-genryo@city.kodaira.lg.jp
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と　き　５月２１日（水）午後１時３０分集合・出発
ところ　市役所正面玄関前集合後、マイクロバスで瑞穂町まで移動
定　員　２０人程度
申込み　５月１９日（月）までに、ごみ減量対策課へ（電話可、先着順）
　　　　※参加者には、堆肥を差し上げます。

　市民の方への説明会を開催
します。分別の方法などを詳
しく説明するほか、ふだんの
ごみ出しに関する質問などに
もお答えします。日程は右表
のとおりです。説明会への参
加は、申込み不要です。当
日、会場へお越しください。
　また、堆肥化工場の見学会
も開催します。詳しくは下記
のとおりです。

説明会・工場見学会の開催
と こ ろと　　　き

上水新町地域センター午前１０時から５月１２日㈪ 美園地域センター午後２時から
上水南公民館午前１０時から５月１３日㈫ 小川公民館午後２時から
学園西町地域センター午前１０時から５月１４日㈬ 喜平地域センター午後２時から
小川西町公民館午前１０時から５月１５日㈭ 東部市民センター集会室午後２時から
花小金井北公民館午前１０時から５月１６日㈮ 中央公民館午後２時から
堆肥化工場見学会（下欄
参照）、５月１９日㈪締切

午後１時３０分
から５月２１日㈬

中央公民館午前１０時から５月２３日㈮ 午後２時から
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募　集　内　容
◆開始時期　７月１日（火）から（予定）
◆対象地域　市内全域（地区によって回収日が異なります）
◆参加方法および申請者　市内にお住まいの方で、３世帯以上（上限なし）
のグループ（近所・集合住宅など）を作り、集積所を決めて、参加世帯の代
表者がごみ減量対策課へ届け出をしてください

◆募集世帯数　１５０世帯程度（先着順）
◆申請の期限　６月６日（金）
　※募集世帯数に達しない場合は、申請期限後も継続して募集します。
◆事業の概要　週１回、市の指定する曜日の午前８時までに、集積所に市
が無償貸与する専用バケツのまま食物資源を出していただきます。収集
業者が内袋ごと食物資源を回収しますので、参加者には、回収後の空の
バケツを持ち帰っていただきます

◆回収日　西武多摩湖線より東…毎週火曜日　西…毎週水曜日
　※すでに参加している世帯の方も７月から上記回収日になりますのでご
注意ください。

※詳しい内容は、お問い合わせいただくか、説明会にご参加ください。
　なお、参加者には、出来上がった堆肥を差し上げます。
　自分が出した生ごみがリサイクルされている事が実感できると、参加者
の皆さんからとても喜ばれています。

　燃えるごみの多くの割合を占める生ごみについて、発生の抑制と食
物資源としての再生利用を促し、一層の減量に取り組みます。

生ごみの減量（食物資源の資源化推進生ごみの減量（食物資源の資源化推進））

　現在、資源化対象品目とすることができていない軟質の物も合わせ
た、容器包装プラスチックの全てを、最短で平成３０年度に見込まれる
３市共同資源物処理施設の稼働に合わせて、資源化に取り組みます。

容器包装プラスチックの資源化推容器包装プラスチックの資源化推進進
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　家庭ごみ有料化については、その目的を「市民の意識改革」とし、
市民による廃棄物の減量、資源物の分別の徹底などの取り組みを促す
とともに、公平性の確保などを図るものと位置づけ、実施に向けて検
討を進めます。
　また、排出者の明確化によって家庭ごみ有料化の実効性と効果を確
保するため、戸別収集への移行を合わせて検討します。
　時期については、容器包装プラスチック全ての分別収集・資源化（最
短で平成３０年度）とともに実施することを目途とします。

家庭ごみ有料家庭ごみ有料化化・戸・戸別収集への移別収集への移行行

「もったいない」
の意識からの行動
の一つとして、食物
資源循環モデル事
業にご参加を


